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(57)【要約】
【課題】ＬＴＥ方式に対応可能な移動局の動作を検証す
る。
【解決手段】本発明に係るシミュレータ装置２０は、移
動局ＵＥに対して、模擬信号として、セル１用の下り信
号を送信し、セル２用の下り信号を送信するように構成
されている下り信号出力部２２を具備し、下り信号出力
部２２は、セル１用の下り信号を送信する無線フレーム
の先頭位置とセル２用の下り信号を送信する無線フレー
ムの先頭位置とをずらすように構成されている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局に対して、模擬信号として、第１セル用の下り信号を送信し、第２セル用の下り
信号を送信するように構成されている下り信号出力部を具備し、
　前記下り信号出力部は、前記第１セル用の下り信号を送信する無線フレームの先頭位置
と前記第２セル用の下り信号を送信する無線フレームの先頭位置とをずらすように構成さ
れていることを特徴とするシミュレータ装置。
【請求項２】
　移動局に対して、模擬信号として、下り制御信号及び下りデータ信号を含む第１セル用
の下り信号を送信し、下り制御信号及び下りデータ信号を含む第２セル用の下り信号を送
信するように構成されている下り信号出力部を具備し、
　前記下り信号出力部は、前記第１セル用の下り信号を送信する第１無線フレーム内のサ
ブフレームの境界と、前記第２セル用の下り信号を送信する第２無線フレーム内のサブフ
レームの境界とを揃えるように構成されており、
　前記下り信号出力部は、前記第１無線フレーム内の各サブフレームにおいて前記下り制
御信号及び前記下りデータ信号の送信に用いるＯＦＤＭシンボル数と、前記第２無線フレ
ーム内の各サブフレームにおいて前記下り制御信号及び前記下りデータ信号の送信に用い
るＯＦＤＭシンボル数とを同一にするように構成されていることを特徴とするシミュレー
タ装置。
【請求項３】
　第１セル及び第２セルに対して物理セルＩＤを割り当てるように構成されている物理セ
ルＩＤ割当部と、
　移動局に対して、模擬信号として、前記第１セルに付与されている物理セルＩＤによっ
て決定される第１周波数方向リソースで該第１セル用の下り信号を送信し、前記第２セル
に付与されている物理セルＩＤによって決定される第２周波数方向リソースで該第２セル
用の下り信号を送信するように構成されている下り信号出力部とを具備し、
　前記物理セルＩＤ割当部は、前記第１周波数方向リソースと前記第２周波数方向リソー
スとが重複しないように、前記第１セル及び前記第２セルに対して物理セルＩＤを割り当
てるように構成されていることを特徴するシミュレータ装置。
【請求項４】
　第１セル用の下り信号を送信する第１周波数方向リソース及び第２セル用の下り信号を
送信する第２周波数方向リソースを割り当てるように構成されているリソース割当部と、
　移動局に対して、模擬信号として、前記第１周波数方向リソースで前記第１セル用の下
り信号を送信し、前記第２周波数方向リソースで該第２セル用の下り信号を送信するよう
に構成されている下り信号出力部とを具備し、
　前記リソース割当部は、前記第１セル用の下り信号及び前記第２セル用の下り信号の送
信に使用可能な周波数方向リソースを周波数方向で複数のグループに分割し、分割された
複数のグループの１つを前記第１周波数方向リソース及び前記第２周波数方向リソースと
して割り当てるように構成されており、
　前記リソース割当部は、前記第１周波数方向リソースとして割り当てるグループと前記
第２周波数方向リソースとして割り当てるグループとを異なるグループとするように構成
されていることを特徴とするシミュレータ装置。
【請求項５】
　移動局に対して、模擬信号として、第１所定期間内で第１セル用の報知情報又は同期信
号の少なくとも１つを送信し、第２所定期間内で第２セル用の報知情報又は同期信号の少
なくとも１つを送信するように構成されている下り信号出力部を具備し、
　前記下り信号出力部は、前記第１セル用の報知情報又は同期信号の少なくとも１つの送
信タイミングと前記第２セル用の報知情報又は同期信号の少なくとも１つの送信タイミン
グとを異なるタイミングとするように構成されていることを特徴とするシミュレータ装置
。



(3) JP 2010-268471 A 2010.11.25

10

20

30

40

50

【請求項６】
　移動局に対して、模擬信号として、第１所定期間内で第１セル用の報知情報を送信し、
第２セル用の下り信号を送信するように構成されている下り信号出力部を具備し、
　前記下り信号出力部は、前記第１セル用の報知情報の送信タイミングでは、前記第２セ
ル用の下り信号を送信しないように構成されていることを特徴とするシミュレータ装置。
【請求項７】
　移動局に対して、模擬信号として、物理下りリンクデータチャネルを介して特定セル用
の下りデータ信号を送信するように構成されている下り信号出力部を具備し、
　前記下り信号出力部は、送信すべき前記特定セル用の下りデータ信号が存在しない場合
に、前記物理下りリンクデータチャネルを介した下り信号の送信を停止するように構成さ
れていることを特徴とするシミュレータ装置。
【請求項８】
　第１セル用の下りデータ信号を送信する第１周波数方向リソース及び第２セル用の下り
データ信号を送信する第２周波数方向リソースを割り当てるように構成されているリソー
ス割当部と、
　移動局に対して、模擬信号として、前記第１周波数方向リソースで前記第１セル用の下
りデータ信号を送信し、前記第２周波数方向リソースで該第２セル用の下りデータ信号を
送信するように構成されている下り信号出力部とを具備し、
　前記リソース割当部は、前記第１セル用の下り信号及び前記第２セル用の下り信号の送
信に使用可能な周波数方向リソースのうち、中央の周波数方向リソースを中心とした所定
数の周波数方向リソースを、前記第１周波数方向リソース及び前記第２周波数方向リソー
スとして割り当てないように構成されていることを特徴とするシミュレータ装置。
【請求項９】
　移動局に対して、模擬信号として、第１セル用の下り信号を送信し、第２セル用の下り
信号を送信する工程を有し、
　前記工程において、前記第１セル用の下り信号を送信する無線フレームの先頭位置と前
記第２セル用の下り信号を送信する無線フレームの先頭位置とをずらすことを特徴とする
シミュレート方法。
【請求項１０】
　移動局に対して、模擬信号として、下り制御信号及び下りデータ信号を含む第１セル用
の下り信号を送信し、下り制御信号及び下りデータ信号を含む第２セル用の下り信号を送
信する工程を有し、
　前記工程において、前記第１セル用の下り信号を送信する第１無線フレーム内のサブフ
レームの境界と、前記第２セル用の下り信号を送信する第２無線フレーム内のサブフレー
ムの境界とを揃え、
　前記工程において、前記第１無線フレーム内の各サブフレームにおいて前記下り制御信
号及び前記下りデータ信号の送信に用いるＯＦＤＭシンボル数と、前記第２無線フレーム
内の各サブフレームにおいて前記下り制御信号及び前記下りデータ信号の送信に用いるＯ
ＦＤＭシンボル数とを同一にすることを特徴とするシミュレート方法。
【請求項１１】
　第１セル及び第２セルに対して物理セルＩＤを割り当てる工程Ａと、
　移動局に対して、模擬信号として、前記第１セルに付与されている物理セルＩＤによっ
て決定される第１周波数方向リソースで該第１セル用の下り信号を送信し、前記第２セル
に付与されている物理セルＩＤによって決定される第２周波数方向リソースで該第２セル
用の下り信号を送信する工程Ｂとを有し、
　前記工程Ａにおいて、前記第１周波数方向リソースと前記第２周波数方向リソースとが
重複しないように、前記第１セル及び前記第２セルに対して物理セルＩＤを割り当てるこ
とを特徴するシミュレート方法。
【請求項１２】
　第１セル用の下り信号を送信する第１周波数方向リソース及び第２セル用の下り信号を
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送信する第２周波数方向リソースを割り当てる工程Ａと、
　移動局に対して、模擬信号として、前記第１周波数方向リソースで前記第１セル用の下
り信号を送信し、前記第２周波数方向リソースで該第２セル用の下り信号を送信する工程
Ｂとを有し、
　前記工程Ａにおいて、前記第１セル用の下り信号及び前記第２セル用の下り信号の送信
に使用可能な周波数方向リソースを周波数方向で複数のグループに分割し、分割された複
数のグループの１つを前記第１周波数方向リソース及び前記第２周波数方向リソースとし
て割り当て、
　前記工程Ａにおいて、前記第１周波数方向リソースとして割り当てるグループと前記第
２周波数方向リソースとして割り当てるグループとを異なるグループとすることを特徴と
するシミュレート方法。
【請求項１３】
　移動局に対して、模擬信号として、第１所定期間内で第１セル用の報知情報又は同期信
号の少なくとも１つを送信し、第２所定期間内で第２セル用の報知情報又は同期信号の少
なくとも１つを送信する工程を有し、
　前記工程において、前記第１セル用の報知情報又は同期信号の少なくとも１つの送信タ
イミングと前記第２セル用の報知情報又は同期信号の少なくとも１つの送信タイミングと
を異なるタイミングとすることを特徴とするシミュレート方法。
【請求項１４】
　移動局に対して、模擬信号として、第１所定期間内で第１セル用の報知情報を送信し、
第２セル用の下り信号を送信する工程を有し、
　前記工程において、前記第１セル用の報知情報の送信タイミングでは、前記第２セル用
の下り信号を送信しないことを特徴とするシミュレート方法。
【請求項１５】
　移動局に対して、模擬信号として、物理下りリンクデータチャネルを介して特定セル用
の下りデータ信号を送信する工程を有し、
　前記工程において、送信すべき前記特定セル用の下りデータ信号が存在しない場合に、
前記物理下りリンクデータチャネルを介した下り信号の送信を停止することを特徴とする
シミュレート方法。
【請求項１６】
　第１セル用の下りデータ信号を送信する第１周波数方向リソース及び第２セル用の下り
データ信号を送信する第２周波数方向リソースを割り当てる工程Ａと、
　移動局に対して、模擬信号として、前記第１周波数方向リソースで前記第１セル用の下
りデータ信号を送信し、前記第２周波数方向リソースで該第２セル用の下りデータ信号を
送信する工程Ｂとを有し、
　前記工程Ａにおいて、前記第１セル用の下り信号及び前記第２セル用の下り信号の送信
に使用可能な周波数方向リソースのうち、中央の周波数方向リソースを中心とした所定数
の周波数方向リソースを、前記第１周波数方向リソース及び前記第２周波数方向リソース
として割り当てないことを特徴とするシミュレート方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シミュレータ装置及びシミュレート方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）方式の無線通信方式では、ＬＴＥ
方式に対応可能な移動局ＵＥの動作が３ＧＰＰの規格内容に合致していることを検証する
目的で、ＬＴＥ方式の無線基地局ｅＮＢの動作をシミュレート（模擬）するシミュレータ
装置が使用されることが想定されている。
【０００３】
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　かかるシミュレータ装置は、一般的に、セルリセレクション（Ｃｅｌｌ　Ｒｅｓｅｌｅ
ｃｔｉｏｎ）時の動作やハンドオーバ時の動作をシミュレートするために、複数のセルに
おける動作をシミュレートする機能を有する必要がある。
【０００４】
　移動局ＵＥは、セルリセレクション先セルやハンドオーバ先セルを決定するために、複
数のセルにおける下り信号の受信電力についての測定処理（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）を
行うように構成されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.３０４
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.３３１
【非特許文献３】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.１３３
【非特許文献４】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.２１１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　３ＧＰＰでは、上述の移動局ＵＥの測定処理において、例えば、ＴＳ３６.１３３のＴ
ａｂｌｅ９.１.２.２-１に示すように、同一周波数が使用されているセル間における相対
的な測定精度（Ａ）が「±３ｄＢ」であることが要求されている。
【０００７】
　なお、かかる測定精度を満たすための前提条件（Ｂ）として、例えば、「Ｅｓ/Ｉｏｔ
＞－６ｄＢ」が満たされることが規定されている。ここで、「Ｅｓ」は、該当セルにおけ
るリソースエレメントあたりの所望受信電力であり、「Ｉｏｔ」は、単位リソースエレメ
ントに与えられる干渉電力である（雑音や他セルからの干渉電力を含む）。
【０００８】
　さらに、シミュレータ装置は、複数のセルを同時にシミュレートする場合、セル間にお
ける相対送信電力に対して、例えば、「±１ｄＢ」程度の不確定性（Ｃ）を有する。
【０００９】
　したがって、シミュレータ装置が、複数のセルを同時にシミュレートする場合、移動局
ＵＥにおけるハンドオーバ時の動作等を確実に検証するためには、上述の測定精度（Ａ）
及び不確実性（Ｃ）を考慮して、移動局ＵＥにおいて測定されたセル間の受信電力の大小
関係に逆転現象が生じないように、各セル用の下り信号の送信電力を決定する必要がある
、すなわち、各セル用の下り信号の送信電力に大きな差を付ける必要がある。
【００１０】
　しかしながら、同一周波数が使用されているセル間で下り信号の送信電力に大きな差を
付けると、送信電力が小さい方のセルでは「Ｅｓ＜＜Ｉｏｔ」となり、上述の前提条件（
Ｂ）を満たすことが困難となる。
【００１１】
　前提条件（Ｂ）が満たされない場合、かかるセルにおける移動局ＵＥの測定精度（Ａ）
が満たされることが保証できないため、移動局ＵＥが、期待されているセルリセレクショ
ン時の動作やハンドオーバ時の動作を行うことが保証できないという問題点があった。
【００１２】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、ＬＴＥ方式に対応可能な
移動局の動作を検証することができるシミュレータ装置及びシミュレート方法を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の第１の特徴は、シミュレータ装置であって、移動局に対して、模擬信号として
、第１セル用の下り信号を送信し、第２セル用の下り信号を送信するように構成されてい
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る下り信号出力部を具備し、前記下り信号出力部は、前記第１セル用の下り信号を送信す
る無線フレームの先頭位置と前記第２セル用の下り信号を送信する無線フレームの先頭位
置とをずらすように構成されていることを要旨とする。
【００１４】
　本発明の第２の特徴は、シミュレータ装置であって、移動局に対して、模擬信号として
、下り制御信号及び下りデータ信号を含む第１セル用の下り信号を送信し、下り制御信号
及び下りデータ信号を含む第２セル用の下り信号を送信するように構成されている下り信
号出力部を具備し、前記下り信号出力部は、前記第１セル用の下り信号を送信する第１無
線フレーム内のサブフレームの境界と、前記第２セル用の下り信号を送信する第２無線フ
レーム内のサブフレームの境界とを揃えるように構成されており、前記下り信号出力部は
、前記第１無線フレーム内の各サブフレームにおいて前記下り制御信号及び前記下りデー
タ信号の送信に用いるＯＦＤＭシンボル数と、前記第２無線フレーム内の各サブフレーム
において前記下り制御信号及び前記下りデータ信号の送信に用いるＯＦＤＭシンボル数と
を同一にするように構成されていることを要旨とする。
【００１５】
　本発明の第３の特徴は、シミュレータ装置であって、第１セル及び第２セルに対して物
理セルＩＤを割り当てるように構成されている物理セルＩＤ割当部と、移動局に対して、
模擬信号として、前記第１セルに付与されている物理セルＩＤによって決定される第１周
波数方向リソースで該第１セル用の下り信号を送信し、前記第２セルに付与されている物
理セルＩＤによって決定される第２周波数方向リソースで該第２セル用の下り信号を送信
するように構成されている下り信号出力部とを具備し、前記物理セルＩＤ割当部は、前記
第１周波数方向リソースと前記第２周波数方向リソースとが重複しないように、前記第１
セル及び前記第２セルに対して物理セルＩＤを割り当てるように構成されていることを要
旨とする。
【００１６】
　本発明の第４の特徴は、シミュレータ装置であって、第１セル用の下り信号を送信する
第１周波数方向リソース及び第２セル用の下り信号を送信する第２周波数方向リソースを
割り当てるように構成されているリソース割当部と、移動局に対して、模擬信号として、
前記第１周波数方向リソースで前記第１セル用の下り信号を送信し、前記第２周波数方向
リソースで該第２セル用の下り信号を送信するように構成されている下り信号出力部とを
具備し、前記リソース割当部は、前記第１セル用の下り信号及び前記第２セル用の下り信
号の送信に使用可能な周波数方向リソースを周波数方向で複数のグループに分割し、分割
された複数のグループの１つを前記第１周波数方向リソース及び前記第２周波数方向リソ
ースとして割り当てるように構成されており、前記リソース割当部は、前記第１周波数方
向リソースとして割り当てるグループと前記第２周波数方向リソースとして割り当てるグ
ループとを異なるグループとするように構成されていることを要旨とする。
【００１７】
　本発明の第５の特徴は、シミュレータ装置であって、移動局に対して、模擬信号として
、第１所定期間内で第１セル用の報知情報又は同期信号の少なくとも１つを送信し、第２
所定期間内で第２セル用の報知情報又は同期信号の少なくとも１つを送信するように構成
されている下り信号出力部を具備し、前記下り信号出力部は、前記第１セル用の報知情報
又は同期信号の少なくとも１つの送信タイミングと前記第２セル用の報知情報又は同期信
号の少なくとも１つの送信タイミングとを異なるタイミングとするように構成されている
ことを要旨とする。
【００１８】
　本発明の第６の特徴は、シミュレータ装置であって、移動局に対して、模擬信号として
、第１所定期間内で第１セル用の報知情報を送信し、第２セル用の下り信号を送信するよ
うに構成されている下り信号出力部を具備し、前記下り信号出力部は、前記第１セル用の
報知情報の送信タイミングでは、前記第２セル用の下り信号を送信しないように構成され
ていることを要旨とする。
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【００１９】
　本発明の第７の特徴は、シミュレータ装置であって、移動局に対して、模擬信号として
、物理下りリンクデータチャネルを介して特定セル用の下りデータ信号を送信するように
構成されている下り信号出力部を具備し、前記下り信号出力部は、送信すべき前記特定セ
ル用の下りデータ信号が存在しない場合に、前記物理下りリンクデータチャネルを介した
下り信号の送信を停止するように構成されていることを要旨とする。
【００２０】
　本発明の第８の特徴は、シミュレータ装置であって、第１セル用の下りデータ信号を送
信する第１周波数方向リソース及び第２セル用の下りデータ信号を送信する第２周波数方
向リソースを割り当てるように構成されているリソース割当部と、移動局に対して、模擬
信号として、前記第１周波数方向リソースで前記第１セル用の下りデータ信号を送信し、
前記第２周波数方向リソースで該第２セル用の下りデータ信号を送信するように構成され
ている下り信号出力部とを具備し、前記リソース割当部は、前記第１セル用の下り信号及
び前記第２セル用の下り信号の送信に使用可能な周波数方向リソースのうち、中央の周波
数方向リソースを中心とした所定数の周波数方向リソースを、前記第１周波数方向リソー
ス及び前記第２周波数方向リソースとして割り当てないように構成されていることを要旨
とする。
【００２１】
　本発明の第９の特徴は、シミュレート方法であって、移動局に対して、模擬信号として
、第１セル用の下り信号を送信し、第２セル用の下り信号を送信する工程を有し、前記工
程において、前記第１セル用の下り信号を送信する無線フレームの先頭位置と前記第２セ
ル用の下り信号を送信する無線フレームの先頭位置とをずらすことを要旨とする。
【００２２】
　本発明の第１０の特徴は、シミュレート方法であって、移動局に対して、模擬信号とし
て、下り制御信号及び下りデータ信号を含む第１セル用の下り信号を送信し、下り制御信
号及び下りデータ信号を含む第２セル用の下り信号を送信する工程を有し、前記工程にお
いて、前記第１セル用の下り信号を送信する第１無線フレーム内のサブフレームの境界と
、前記第２セル用の下り信号を送信する第２無線フレーム内のサブフレームの境界とを揃
え、前記工程において、前記第１無線フレーム内の各サブフレームにおいて前記下り制御
信号及び前記下りデータ信号の送信に用いるＯＦＤＭシンボル数と、前記第２無線フレー
ム内の各サブフレームにおいて前記下り制御信号及び前記下りデータ信号の送信に用いる
ＯＦＤＭシンボル数とを同一にすることを要旨とする。
【００２３】
　本発明の第１１の特徴は、シミュレート方法であって、第１セル及び第２セルに対して
物理セルＩＤを割り当てる工程Ａと、移動局に対して、模擬信号として、前記第１セルに
付与されている物理セルＩＤによって決定される第１周波数方向リソースで該第１セル用
の下り信号を送信し、前記第２セルに付与されている物理セルＩＤによって決定される第
２周波数方向リソースで該第２セル用の下り信号を送信する工程Ｂとを有し、前記工程Ａ
において、前記第１周波数方向リソースと前記第２周波数方向リソースとが重複しないよ
うに、前記第１セル及び前記第２セルに対して物理セルＩＤを割り当てることを要旨する
。
【００２４】
　本発明の第１２の特徴は、シミュレート方法であって、第１セル用の下り信号を送信す
る第１周波数方向リソース及び第２セル用の下り信号を送信する第２周波数方向リソース
を割り当てる工程Ａと、移動局に対して、模擬信号として、前記第１周波数方向リソース
で前記第１セル用の下り信号を送信し、前記第２周波数方向リソースで該第２セル用の下
り信号を送信する工程Ｂとを有し、前記工程Ａにおいて、前記第１セル用の下り信号及び
前記第２セル用の下り信号の送信に使用可能な周波数方向リソースを周波数方向で複数の
グループに分割し、分割された複数のグループの１つを前記第１周波数方向リソース及び
前記第２周波数方向リソースとして割り当て、前記工程Ａにおいて、前記第１周波数方向
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リソースとして割り当てるグループと前記第２周波数方向リソースとして割り当てるグル
ープとを異なるグループとすることを要旨とする。
【００２５】
　本発明の第１３の特徴は、シミュレート方法であって、移動局に対して、模擬信号とし
て、第１所定期間内で第１セル用の報知情報又は同期信号の少なくとも１つを送信し、第
２所定期間内で第２セル用の報知情報又は同期信号の少なくとも１つを送信する工程を有
し、前記工程において、前記第１セル用の報知情報又は同期信号の少なくとも１つの送信
タイミングと前記第２セル用の報知情報又は同期信号の少なくとも１つの送信タイミング
とを異なるタイミングとすることを要旨とする。
【００２６】
　本発明の第１４の特徴は、シミュレート方法であって、移動局に対して、模擬信号とし
て、第１所定期間内で第１セル用の報知情報を送信し、第２セル用の下り信号を送信する
工程を有し、前記工程において、前記第１セル用の報知情報の送信タイミングでは、前記
第２セル用の下り信号を送信しないことを要旨とする。
【００２７】
　本発明の第１５の特徴は、シミュレート方法であって、移動局に対して、模擬信号とし
て、物理下りリンクデータチャネルを介して特定セル用の下りデータ信号を送信する工程
を有し、前記工程において、送信すべき前記特定セル用の下りデータ信号が存在しない場
合に、前記物理下りリンクデータチャネルを介した下り信号の送信を停止することを要旨
とする。
【００２８】
　本発明の第１６の特徴は、シミュレート方法であって、第１セル用の下りデータ信号を
送信する第１周波数方向リソース及び第２セル用の下りデータ信号を送信する第２周波数
方向リソースを割り当てる工程Ａと、移動局に対して、模擬信号として、前記第１周波数
方向リソースで前記第１セル用の下りデータ信号を送信し、前記第２周波数方向リソース
で該第２セル用の下りデータ信号を送信する工程Ｂとを有し、前記工程Ａにおいて、前記
第１セル用の下り信号及び前記第２セル用の下り信号の送信に使用可能な周波数方向リソ
ースのうち、中央の周波数方向リソースを中心とした所定数の周波数方向リソースを、前
記第１周波数方向リソース及び前記第２周波数方向リソースとして割り当てないことを要
旨とする。
【発明の効果】
【００２９】
　以上説明したように、本発明によれば、ＬＴＥ方式に対応可能な移動局の動作を検証す
ることができるシミュレータ装置及びシミュレート方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置における機能１の動作を説明す
るための図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置における機能１の動作を説明す
るための図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置における機能１の動作を説明す
るための図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置における機能１の動作を説明す
るための図である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置における機能２の動作を説明す
るための図である。
【図７】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置における機能２の動作を説明す
るための図である。
【図８】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置における機能３の動作を説明す
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るための図である。
【図９】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置における機能３の動作を説明す
るための図である。
【図１０】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置における機能４の動作を説明
するための図である。
【図１１】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置における機能４の動作を説明
するための図である。
【図１２】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置における機能５の動作を説明
するための図である。
【図１３】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置における機能５の動作を説明
するための図である。
【図１４】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置における機能６の動作を説明
するための図である。
【図１５】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置における機能６の動作を説明
するための図である。
【図１６】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置における機能７の動作を説明
するための図である。
【図１７】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置における機能８の動作を説明
するための図である。
【図１８】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置における機能８の動作を説明
するための図である。
【図１９】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置において機能１乃至８が起動
している場合の動作を説明するための図である。
【図２０】本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置における各機能を適用する物
理チャネル又は物理信号の組み合わせの一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
（本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置）
　図１乃至図２０を参照して、本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置２０につ
いて説明する。
【００３２】
　図１に示すように、本実施形態に係るシミュレータ装置２０は、ＬＴＥ方式の無線基地
局ｅＮＢの動作（すなわち、複数のセルの動作）をシミュレートするものであり、後述す
る機能１乃至８の少なくとも１つを具備している。なお、本実施形態では、シミュレータ
装置２０がセル１乃至３の動作をシミュレートする例について説明するが、シミュレータ
装置２０は、より多くのセルの動作をシミュレートするように構成されていてもよい。或
いは、シミュレータ装置２０は、より少ないセルの動作をシミュレータするように構成さ
れていてもよい。
【００３３】
　シミュレータ装置２０は、移動局ＵＥに対して、模擬信号（シミュレート信号）として
、セル１用の下り信号乃至セル３用の下り信号を含む下り信号を送信するように構成され
ている。
【００３４】
　以下、シミュレータ装置２０に具備され得る機能１乃至８の動作について説明する。
【００３５】
＜機能１＞
　図２に示すように、機能部１は、セル模擬部１乃至３と、下り信号送信タイミング調整
部２１と、下り信号出力部２２とによって構成されている。
【００３６】
　セル模擬部１乃至３は、模擬信号として、それぞれ、セル１用の下り信号乃至セル３用
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の下り信号を生成するように構成されている。
【００３７】
　下り信号送信タイミング調整部２１は、セル１用の下り信号乃至セル３用の下り信号の
送信タイミングを調整して合成するように構成されている。
【００３８】
　下り信号出力部２２は、下り信号送信タイミング調整部２１によって合成されたセル１
用の下り信号乃至セル３用の下り信号を含む下り信号を、移動局ＵＥに対して送信するよ
うに構成されている。
【００３９】
　ここで、下り信号送信タイミング調整部２１及び下り信号出力部２２は、別々であって
もよいし、一体となっていてもよい。
【００４０】
　また、下り信号出力部２２（又は、下り信号送信タイミング調整部２１）は、下り信号
送信タイミング調整部２１からの指示に応じて、セル１用の下り信号を送信する無線フレ
ームの先頭位置とセル２用の下り信号を送信する無線フレームの先頭位置とセル３用の下
り信号を送信する無線フレームの先頭位置とをずらすように構成されていることを要旨と
する。
【００４１】
　ここで、下り信号出力部２２（又は、下り信号送信タイミング調整部２１）は、所定数
（例えば、１個）のサブフレーム分だけ、各セル用の下り信号を送信する無線フレームの
先頭位置をずらすように構成されていてもよいし、所定数（例えば、１個）のＯＦＤＭシ
ンボル分だけ、各セル用の下り信号を送信する無線フレームの先頭位置をずらすように構
成されていてもよい。
【００４２】
　図３に、セル１用の下り信号を送信する無線フレームの先頭位置乃至セル３用の下り信
号を送信する無線フレームの先頭位置（すなわち、各無線フレームの境界）を、それぞれ
１個のサブフレーム分だけずらした場合の例について示す。ここで、サブフレーム０乃至
９が、１つの無線フレームを構成しており、サブフレーム０が、各無線フレームの先頭位
置である。
【００４３】
　また、各サブフレームは、それぞれ２個のスロットから構成されていてもよい。また、
各スロットは、それぞれ７個のＯＦＤＭシンボルから構成されていてもよい。
【００４４】
　図４の例では、セル１用の下り信号として、サブフレーム０内の前半スロットの５番目
のＯＦＤＭシンボルで、Ｓ-ＳＳ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ-Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ
　Ｓｉｇｎａｌ）が送信され、サブフレーム０内の前半スロットの６番目のＯＦＤＭシン
ボルサブフレーム６で、Ｐ-ＳＳ（Ｐｒｉｍａｒｙ-Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｓ
ｉｇｎａｌ）が送信され、サブフレーム０内の後半スロットの０乃至３番目のＯＦＤＭシ
ンボルで、ＰＢＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）用信号
が送信されるように構成されている。
【００４５】
　同様に、セル２用の下り信号として、サブフレーム０内の前半スロットの５番目のＯＤ
ＦＭシンボルで、Ｓ-ＳＳが送信され、サブフレーム０内の前半スロットの６番目のＯＦ
ＤＭシンボルで、Ｐ-ＳＳが送信され、サブフレーム０内の後半スロットの０乃至３番目
のＯＦＤＭシンボルで、ＰＢＣＨ用信号が送信されるように構成されている。
【００４６】
　ここで、Ｐ-ＳＳ及びＳ-ＳＳは、５サブフレーム周期で送信され、ＰＢＣＨ用信号は、
１０サブフレーム周期で送信されている。従って、上述のように、１個のサブフレーム分
だけ、セル１用の下り信号を送信する無線フレームの先頭位置とセル２用の下り信号を送
信する無線フレームの先頭位置をずらした場合、セル１とセル２との間で、Ｓ-ＳＳやＰ-
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ＳＳやＰＢＣＨ用信号の送信タイミングがずれるため、互いに干渉となるという事態を回
避することができる。
【００４７】
　なお、機能１は、図５に示すように、機能部１は、タイミング調整部２３と、セル模擬
部１乃至３と、下り信号出力部２２とによって構成されている。
【００４８】
　ここで、タイミング調整部２３は、各セル模擬部１乃至３におけるセル１用の下り信号
乃至セル３用の下り信号を生成するタイミングを調整するように構成されている。
【００４９】
　タイミング調整部２３は、各セル用の下り信号を送信する無線フレームの先頭位置がず
れるように、各セル用の下り信号の生成タイミングを調整するように構成されている。
【００５０】
　セル模擬部１乃至３は、タイミング調整部２３から受信したタイミング調整情報によっ
て指定されるタイミングで、セル１用の下り信号乃至セル３用の下り信号を生成して、下
り信号出力部２２に送信するように構成されている。
【００５１】
　下り信号出力部２２は、セル模擬部１乃至３によって送信されたセル１用の下り信号乃
至セル３用の下り信号を合成して、模擬信号として、移動局ＵＥに対して送信するように
構成されている。
【００５２】
＜機能２＞
　図６に示すように、機能部２は、タイミング調整部２３と、ＯＦＤＭシンボル数指定部
２４と、セル模擬部１乃至３と、下り信号出力部２２とによって構成されている。
【００５３】
　タイミング調整部２３は、各セル用の下り信号を送信する無線フレーム内のサブフレー
ムの先頭位置、すなわち、各無線フレーム内のサブフレームの境界を調整するように構成
されている。
【００５４】
　具体的には、タイミング調整部２３は、各セル用の下り信号を送信する無線フレーム内
のサブフレームの先頭位置を揃えるように構成されている。すなわち、タイミング調整部
２３は、各無線フレーム内のサブフレームの境界を揃えるように構成されている。
【００５５】
　ＯＦＤＭシンボル数指定部２４は、各無線フレーム内の各サブフレームにおいてＰＤＣ
ＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ、物理下
りリンク制御チャネル）用信号（下り制御信号）及びＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄ
ｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ、物理下りリンク共有チャネル）用信号
（下りデータ信号）の送信に用いるＯＦＤＭシンボル数を指定するように構成されている
。
【００５６】
　具体的には、ＯＦＤＭシンボル数指定部２４は、各無線フレーム内の各サブフレームに
おいてＰＤＣＣＨ用信号及びＰＤＳＣＨ用信号の送信に用いるＯＦＤＭシンボル数が同一
になるように指定する。
【００５７】
　図７に示すように、ＬＴＥ方式では、１個のサブフレームが、例えば、１４個のＯＦＤ
Ｍシンボルによって構成されている。また、ＰＤＣＣＨ用信号及びＰＤＳＣＨ用信号は、
同一のサブフレーム内で送信されるように構成されている。なお、ＰＤＣＣＨ用信号及び
ＰＤＳＣＨ用信号の送信に用いるＯＦＤＭシンボル数は、可変制御されていてもよいし、
固定値を用いていてもよい。
【００５８】
　具体的には、ＰＤＣＣＨ用信号のＯＦＤＭシンボル数は、１、２、３の値をとり得るこ
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とが可能であり、この場合、ＰＤＳＣＨ用信号のＯＦＤＭシンボル数は、それぞれ、１３
、１２、１１となる。
【００５９】
　図７の例では、ＯＦＤＭシンボル数指定部２４は、セル模擬部１乃至３に対して、ＰＤ
ＣＣＨ用信号の送信に用いるＯＦＤＭシンボル数を「３個」と指定し、ＰＤＳＣＨ用信号
の送信に用いるＯＦＤＭシンボル数を「１１個」と指定するように構成されている。
【００６０】
　セル模擬部１乃至３は、タイミング調整部２３から受信したタイミング調整情報及びＯ
ＦＤＭシンボル数指定部２４から受信したＯＦＤＭシンボル数に基づいて、ＰＤＣＣＨ用
信号及びＰＤＳＣＨ用信号を含むセル１用の下り信号乃至セル３用の下り信号を生成する
ように構成されている。
【００６１】
　具体的には、セル模擬部１乃至３は、タイミング調整部２３から受信したタイミング調
整情報に基づいて、セル１用の下り信号乃至セル３用の下り信号を送信する無線フレーム
内のサブフレームの先頭位置を調整し、ＯＦＤＭシンボル数指定部２４から受信したＯＦ
ＤＭシンボル数に基づいて、各無線フレーム内の各サブフレームにＰＤＣＣＨ用信号及び
ＰＤＳＣＨ用信号をマッピングするように構成されている。
【００６２】
　下り信号出力部２２は、セル模擬部１乃至３によって送信されたセル１用の下り信号乃
至セル３用の下り信号を合成して、模擬信号として、移動局ＵＥに対して送信するように
構成されている。
【００６３】
　機能２によれば、セル１用のＰＤＣＣＨ用信号の送信タイミングと、セル２乃至セル３
用のＰＤＳＣＨ用信号の送信タイミングがずれるため、互いに干渉となることを避けるこ
とができる。
【００６４】
＜機能３＞
　図８に示すように、機能部３は、ＰＣＩ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｅｌｌ　ＩＤ，物理セ
ルＩＤ）割当部２５と、セル模擬部１乃至３と、下り信号出力部２２とによって構成され
ている。
【００６５】
　ＰＣＩ割当部２５は、各セルに対してＰＣＩを割り当てるように構成されている。
【００６６】
　セル模擬部１乃至３は、各セル用の下り信号として、各セル用のＲＳ（Ｒｅｆｅｒｅｎ
ｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ、リファレンス信号）を生成するように構成されている。
【００６７】
　下り信号出力部２２は、各セルに付与されているＰＣＩによって決定される周波数方向
リソースで、各セル用のＲＳ（各セル用の下り信号）を送信するように構成されている。
【００６８】
　ここで、図９に示すように、ＰＣＩ割当部２５は、各セル用のＲＳの送信に用いられる
周波数方向リソースが重複しないように、各セルに対してＰＣＩを割り当てるように構成
されている。
【００６９】
　例えば、各セル模擬部に通し番号（１～６）を付与しておき、ＰＣＩ割当部２５は、各
セル模擬部に対応するセルに対して、（通し番号－１）の番号をＰＣＩとして与えるよう
に構成されていてもよい。
【００７０】
　機能３によれば、各セル用のＲＳの送信に用いる周波数方向リソースが重複しないため
、各セル用のＲＳ同士の干渉を抑制することができる。
【００７１】
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＜機能４＞
　図１０に示すように、機能部４は、リソース割当部２６と、セル模擬部１乃至３と、下
り信号出力部２２とによって構成されている。
【００７２】
　リソース割当部２６は、各セル用の下り信号を送信するリソースブロック（周波数方向
リソース）を割り当てるように構成されている。
【００７３】
　具体的には、図１１に示すように、リソース割当部２６は、各セル用の下り信号の送信
に使用可能なリソースブロック（周波数方向リソース）を周波数方向で複数のグループに
分割し、分割された複数のグループの１つを、各セル用の下り信号の送信に使用するリソ
ースブロックとして割り当てるように構成されている。
【００７４】
　例えば、リソース割当部２６は、セル１用の下り信号の送信に使用するリソースブロッ
ク（第１リソースブロック）として割り当てるグループと、セル２用の下り信号の送信に
使用するリソースブロック（第２リソースブロック）として割り当てるグループを異なる
グループとするように構成されている。
【００７５】
　図１１の例のように、各セル用の下り信号の送信に使用可能な周波数リソースの帯域幅
が「５ＭＨｚ」である場合、かかる帯域幅内に、２５個のリソースブロックが含まれるた
め、シミュレータ装置２０が、６個のセルの動作をシミュレートする場合には、リソース
割当部２６は、各セル用の下り信号の送信に使用するリソースブロックとして、４個のリ
ソースブロックからなるグループを割り当てるように構成されている。
【００７６】
　かかる場合、例えば、各セル模擬部に通し番号（１～６）を付与しておき、リソース割
当部２６は、各セル模擬部に対応するセル用の下り信号の送信に使用するリソースブロッ
クとして、「４×（通し番号－１）」のリソースブロック番号のリソースブロックを先頭
とする４個のリソースブロックからなるグループを割り当てるように構成されている。
【００７７】
　なお、リソース割当部２６は、連続していないリソースブロックを割り当ててもよいし
、セル用の下り信号の送信に使用するリソースブロックとして異なるサイズのリソースブ
ロックを割り当てるように構成されていてもよい。
【００７８】
　下り信号出力部２２は、リソース割当部２６によって割り当てられたリソースブロック
を用いて、各セル用の下り信号を送信するように構成されている。
【００７９】
　機能４によれば、各セル用の下り信号の送信に使用されるリソースブロックが、周波数
方向で重複しないため、各セル用の下り信号同士の干渉を抑制することができる。
【００８０】
　なお、上述した各セル用の下り信号には、下りリンクの共有チャネル（ＤＬ-ＳＣＨ）
用信号や、ダイナミック報知チャネル（Ｄ-ＢＣＨ）用信号や、ＳＩＢ（Ｓｙｓｔｅｍ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）や、ＳＩ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ）や、ページングチャネル用信号や、ランダムアクセス応答信号（ＲＡ　ｒｅｓｐｏｎ
ｓｅ）や、ＭＢＭＳ用の信号等が含まれてよい。
【００８１】
＜機能５＞
　図１２に示すように、機能部５は、ＳＩタイミング調整部２７と、セル模擬部１乃至３
と、下り信号出力部２２とによって構成されている。
【００８２】
　下り信号出力部２２は、移動局ＵＥに対して、模擬信号として、各セル用のＳＩ（Ｓｙ
ｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）ウィンドウと呼ばれる所定期間内で、各セル用のＳ
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Ｉ（報知情報）を送信するように構成されている。
【００８３】
　例えば、下り信号出力部２２は、移動局ＵＥに対して、模擬信号として、第１ＳＩウィ
ンドウ（第１所定期間）内でセル１用のＳＩ（報知情報）を送信し、第２ＳＩウィンドウ
（第２所定期間）内でセル２用のＳＩを送信し、第３ＳＩウィンドウ（第３所定期間）内
でセル３用のＳＩを送信するように構成されている。
【００８４】
　ＳＩタイミング調整部２７は、各セル用のＳＩの送信タイミング（例えば、サブフレー
ム）を調整するように構成されている。
【００８５】
　具体的には、図１３に示すように、ＳＩタイミング調整部２７は、各セル用のＳＩの送
信タイミングが重複しないように、すなわち、各セル用のＳＩの送信タイミングが異なる
タイミングとなるように、各セル用のＳＩの送信タイミングを調整するように構成されて
いる。
【００８６】
　なお、各セル用のＳＩウィンドウの開始タイミングは、一致していてもよいし、異なっ
ていてもよい。
【００８７】
　例えば、各セル模擬部に通し番号（１～６）を付与しておき、各セル用のＳＩウィンド
ウの開始タイミングが、一致していている場合、ＳＩタイミング調整部２７は、各セル用
のＳＩウィンドウ内の「３×（通し番号－１）」番目のサブフレームで、各セル用のＳＩ
を送信するように構成されている。
【００８８】
　セル模擬部１乃至３は、ＳＩタイミング調整部２７によって指定されたサブフレームで
各セル用のＳＩを送信するように、各セル用の下り信号を生成するように構成されている
。
【００８９】
　機能５によれば、その結果、異なる送信タイミングで各セル用のＳＩを送信することが
できるため、各セル用のＳＩ同士の干渉を抑制することができる。
【００９０】
＜機能６＞
　図１４に示すように、機能部６は、ＳＩタイミング調整部２７と、ＰＤＳＣＨタイミン
グ調整部２８と、セル模擬部１乃至３と、下り信号出力部２２とによって構成されている
。
【００９１】
　下り信号出力部２２は、移動局ＵＥに対して、模擬信号として、各セル用のＳＩやＳＩ
以外のＰＤＳＣＨ用信号（下りデータ信号）を送信するように構成されている。ここで、
下り信号出力部２２は、各セル用のＳＩウィンドウ内で、ＰＤＳＣＨを介して、各セル用
のＳＩを送信するように構成されている。
【００９２】
　ＰＤＳＣＨタイミング調整部２８は、上述のＳＩ以外のＰＤＳＣＨ用信号の送信タイミ
ング（例えば、サブフレーム）を調整するように構成されている。
【００９３】
　具体的には、図１５に示すように、ＰＤＳＣＨタイミング調整部２８は、セル１用のＳ
Ｉの送信タイミングでは、セル１用のＰＤＳＣＨ用信号及びセル２用のＰＤＳＣＨ用信号
を送信しないように構成されている。
【００９４】
　例えば、ＳＩタイミング調整部２７は、セル１用のＳＩの送信タイミングと、セル１（
又はセル２）用のＳＩ以外のＰＤＳＣＨ用信号の送信タイミングとが重複する場合には、
セル１用のＳＩの送信タイミングを、１個のサブフレーム分だけ遅らせるように調整して
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もよい。
【００９５】
　或いは、ＳＩタイミング調整部２７は、セル１用のＳＩの送信タイミングと、セル１（
又はセル２）用のＳＩ以外のＰＤＳＣＨ用信号の送信タイミングとが重複する場合には、
セル１（又はセル２）用のＳＩ以外のＰＤＳＣＨ用信号の送信タイミングを、１個のサブ
フレーム分だけ遅らせるように調整してもよい。
【００９６】
　或いは、ＳＩタイミング調整部２７は、セル１用のＳＩの送信タイミングと、セル１（
又はセル２）用のＳＩ以外のＰＤＳＣＨ用信号の送信タイミングとが重複する場合には、
セル１用のＳＩの送信タイミングを、次のセル１用のＳＩウィンドウまで遅らせるように
調整してもよい。
【００９７】
　或いは、ＳＩタイミング調整部２７は、セル１用のＳＩの送信タイミングと、セル１（
又はセル２）用のＳＩ以外のＰＤＳＣＨ用信号の送信タイミングとが重複する場合には、
該セル１用のＳＩの送信を行わないという処理を行ってもよい。
【００９８】
　セル模擬部１乃至３は、ＳＩタイミング調整部２７によって指定されたサブフレームで
各セル用のＳＩを送信し、ＰＤＳＣＨタイミング調整部２８によって指定されたサブフレ
ームで各セル用のＳＩ以外のＰＤＳＣＨ用信号を送信するように、各セル用の下り信号を
生成するように構成されている。
【００９９】
＜機能７＞
　図１６に示すように、機能部７は、判断部２９と、セル模擬部１乃至３と、下り信号出
力部２２とによって構成されている。
【０１００】
　判断部２９は、送信すべき各セル用の下りデータ信号、具体的には、送信すべき各セル
用のＰＤＳＣＨ用信号が存在するか否かについて判断するように構成されている。
【０１０１】
　セル模擬部１乃至３は、それぞれ、送信すべき下りデータ信号が存在すると判断された
場合に、セル１用のＰＤＳＣＨ用信号乃至セル３用のＰＤＳＣＨ用信号を生成し、送信す
べき下りデータ信号が存在しないと判断された場合に、セル１用のＰＤＳＣＨ用信号乃至
セル３用のＰＤＳＣＨ用信号を生成しないように構成されている。
【０１０２】
　その結果、下り信号出力部２２は、送信すべき特定セル用の下りデータ信号が存在する
場合にのみ、ＰＤＳＣＨ信号の送信を行い、送信すべき特定セル用の下りデータ信号が存
在しない場合に、ＰＤＳＣＨ信号の送信を停止する。
【０１０３】
　機能７によれば、送信すべき特定セル用の下りデータ信号が存在しない場合には、ＰＤ
ＳＣＨ用信号を送信しないように構成されているため、異なるセル用のＰＤＳＣＨ信号同
士の干渉をできるだけ回避することができる。
【０１０４】
＜機能８＞
　図１７に示すように、機能部８は、リソース割当部２６と、リソース制限部３０と、セ
ル模擬部１乃至３と、下り信号出力部２２とによって構成されている。
【０１０５】
　リソース制限部３０は、各セル用の下り信号を送信する周波数方向リソースとして割り
当て可能な周波数方向リソースを制限するように構成されている。
【０１０６】
　リソース割当部２６は、リソース制限部３０による制限状況を考慮して、各セル用の下
り信号を送信する周波数方向リソースを割り当てるように構成されている。
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【０１０７】
　下り信号出力部２２は、移動局ＵＥに対して、模擬信号として、リソース割当部２６に
よって割り当てられた周波数方向リソースで、各セル用の下り信号を送信するように構成
されている。
【０１０８】
　ここで、図１８に示すように、リソース割当部２６は、各セル用の下り信号の送信に使
用可能な周波数方向リソースのうち、中央の周波数方向リソースを中心とした所定数の周
波数方向リソースを、各セル用のＰＤＳＣＨ用信号（下りデータ信号）の送信に使用する
周波数方向リソースとして割り当てないように構成されている。
【０１０９】
　なお、中央の周波数方向リソースには、Ｐ-ＳＳや、Ｓ-ＳＳや、Ｐ-ＢＣＨ（Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　ＢＣＨ）用信号が送信される。
【０１１０】
　よって、言い換えれば、リソース割当部２６は、各セル用の下り信号の送信に使用可能
な周波数方向リソースのうち、Ｐ-ＳＳやＳ-ＳＳや報知情報が送信される周波数方向リソ
ースを、各セル用のＰＤＳＣＨ用信号（下りデータ信号）の送信に使用する周波数方向リ
ソースとして割り当てないように構成されている。
【０１１１】
　具体的には、各セル用の下り信号の送信に使用可能な周波数方向リソースの帯域幅内に
、偶数個のリソースブロックが含まれている場合には、リソース割当部２６は、中央の周
波数方向
リソースを中心とした６個のリソースブロックを、各セル用のＰＤＳＣＨ用信号の送信に
使用するリソースブロックとして割り当てないように構成されていてもよい。
【０１１２】
　一方、各セル用の下り信号の送信に使用可能な周波数方向リソースの帯域幅内に、奇数
個のリソースブロックが含まれている場合には、リソース割当部２６は、中央の周波数方
向リソースを中心とした７個のリソースブロックを、各セル用のＰＤＳＣＨ用信号の送信
に使用するリソースブロックとして割り当てないように構成されていてもよい。
【０１１３】
　例えば、各セル用の下り信号の送信に使用可能な周波数方向リソースの帯域幅が「５Ｍ
Ｈｚ」である場合、かかる帯域幅内に、２５個のリソースブロックが含まれるため、リソ
ース割当部２６は、中央の周波数方向リソースを中心とした７個のリソースブロックを、
各セル用のＰＤＳＣＨ用信号の送信に使用するリソースブロックとして割り当てないよう
に構成されていてもよい。
【０１１４】
　機能８によれば、各セル用の下り信号の送信に使用可能な周波数方向リソースのうち、
Ｐ-ＳＳやＳ-ＳＳ等の送信に使用される中央の周波数方向リソースを中心とした所定数の
周波数方向リソースを、各セル用のＰＤＳＣＨ用信号の送信に使用する周波数方向リソー
スとして割り当てないため、ＰＤＳＣＨ用信号とＰ-ＳＳやＳ-ＳＳとの間の干渉を抑制す
ることができる。
【０１１５】
　なお、上述した説明においては、３つのセルに関して、機能１乃至８が適用される場合
を示したが、代わりに、２つのセル、或いは、４つ以上のセルに関して、機能１乃至８が
適用されてもよい。この場合、２つのセル、或いは、４つ以上のセル間で、お互いに干渉
が発生しないように、上述した機能１乃至８が適用される。
【０１１６】
（変更例）
　図１９に、本発明の第１の実施形態に係るシミュレータ装置２０の変更例について示す
。
【０１１７】
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　図１９に示すように、かかるシミュレータ装置２０は、機能１乃至８の全てを具備して
おり、各機能を個別に「ＯＮ」又は「ＯＦＦ」とすることができるように構成されている
。各機能１乃至８の動作については、上述の第１の実施形態に係るシミュレータ装置２０
における機能１乃至８の動作と基本的に同一である。
【０１１８】
　ここで、機能５の出力は、機能６が「ＯＮ」である場合には、機能６に対して送信され
、機能６が「ＯＦＦ」である場合には、各セル模擬部に対して送信されるように構成され
ている。
【０１１９】
  同様に、機能８の出力は、機能４が「ＯＮ」である場合には、機能４に対して送信され
、機能４が「ＯＦＦ」である場合には、各セル模擬部に対して送信されるように構成され
ている。
【０１２０】
  なお、図２０を参照して、物理チャネル又は物理信号の組み合わせと、かかる組み合わ
せに対して適用することが有効な機能との関係について説明する。
【０１２１】
　図２０に示すように、セル１用の下り信号が、Ｐ-ＳＳ又はＳ-ＳＳであり、セル２用の
下り信号が、Ｐ-ＳＳ又はＳ-ＳＳである場合には、機能１を「ＯＮ」とすることによって
、セル１用の下り信号とセル２用の下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１２２】
　また、セル１用の下り信号が、Ｐ-ＳＳ又はＳ-ＳＳであり、セル２用の下り信号が、Ｒ
Ｓである場合に、機能１を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信号とセル２用
の下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１２３】
　また、セル１用の下り信号が、Ｐ-ＳＳ又はＳ-ＳＳであり、セル２用の下り信号が、Ｐ
ＢＣＨ用信号である場合に、機能１を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信号
とセル２用の下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１２４】
　また、セル１用の下り信号が、Ｐ-ＳＳ又はＳ-ＳＳであり、セル２用の下り信号が、Ｐ
ＣＦＩＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｉｎｄｅｃａｔｏｒ　
Ｃｈａｎｎｅｌ）用信号である場合に、機能１を「ＯＮ」とすることによって、セル１用
の下り信号とセル２用の下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１２５】
　また、セル１用の下り信号が、Ｐ-ＳＳ又はＳ-ＳＳであり、セル２用の下り信号が、Ｐ
ＤＣＣＨ用信号である場合に、機能１を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信
号とセル２用の下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１２６】
　また、セル１用の下り信号が、Ｐ-ＳＳ又はＳ-ＳＳであり、セル２用の下り信号が、Ｐ
ＨＩＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ＨＡＲＱ　Ｉｎｄｅｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ）用信号
である場合に、機能１を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信号とセル２用の
下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１２７】
　セル１用の下り信号が、Ｐ-ＳＳ又はＳ-ＳＳであり、セル２用の下り信号が、ＰＤＳＣ
Ｈ用信号である場合には、機能８を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信号と
セル２用の下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１２８】
　セル１用の下り信号が、ＲＳであり、セル２用の下り信号が、ＲＳである場合にも、機
能３を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信号とセル２用の下り信号との間の
干渉を完全になくすことができる。
【０１２９】
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　また、セル１用の下り信号が、ＲＳであり、セル２用の下り信号が、ＰＤＣＣＨ用信号
である場合にも、機能５、６、７を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信号と
セル２用の下り信号との間の干渉を完全ではないが低減することができる。
【０１３０】
　また、セル１用の下り信号が、ＲＳであり、セル２用の下り信号が、ＰＤＳＣＨ用信号
である場合に、機能４、５、６、７を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信号
とセル２用の下り信号との間の干渉を完全ではないが低減することができる。
【０１３１】
　セル１用の下り信号が、ＰＢＣＨ用信号であり、セル２用の下り信号が、ＰＢＣＨ用信
号である場合に、機能１を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信号とセル２用
の下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１３２】
　また、セル１用の下り信号が、ＰＢＣＨ用信号であり、セル２用の下り信号が、ＰＣＦ
ＩＣＨ用信号である場合に、機能１を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信号
とセル２用の下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１３３】
　また、セル１用の下り信号が、ＰＢＣＨ用信号であり、セル２用の下り信号が、ＰＤＣ
ＣＨ用信号である場合に、機能１を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信号と
セル２用の下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１３４】
　また、セル１用の下り信号が、ＰＢＣＨ用信号であり、セル２用の下り信号が、ＰＨＩ
ＣＨ用信号である場合に、機能１を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信号と
セル２用の下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１３５】
　また、セル１用の下り信号が、ＰＢＣＨ用信号であり、セル２用の下り信号が、ＰＤＳ
ＣＨ用信号である場合に、機能８を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信号と
セル２用の下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１３６】
　セル１用の下り信号が、ＰＣＦＩＣＨ用信号であり、セル２用の下り信号が、ＰＣＦＩ
ＣＨ用信号である場合に、機能３を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信号と
セル２用の下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１３７】
　また、セル１用の下り信号が、ＰＣＦＩＣＨ用信号であり、セル２用の下り信号が、Ｐ
ＤＣＣＨ用信号である場合にも、機能５、６、７を「ＯＮ」とすることによって、セル１
用の下り信号とセル２用の下り信号との間の干渉を完全ではないが低減することができる
。
【０１３８】
　また、セル１用の下り信号が、ＰＣＦＩＣＨ用信号であり、セル２用の下り信号が、Ｐ
ＤＳＣＨ用信号である場合に、機能１を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信
号とセル２用の下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１３９】
　セル１用の下り信号が、ＰＤＣＣＨ用信号であり、セル２用の下り信号が、ＰＤＣＣＨ
用信号である場合に、機能５、６、７を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信
号とセル２用の下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１４０】
　また、セル１用の下り信号が、ＰＤＣＣＨ用信号であり、セル２用の下り信号が、ＰＨ
ＩＣＨ用信号である場合にも、機能５、６、７を「ＯＮ」とすることによって、セル１用
の下り信号とセル２用の下り信号との間の干渉を完全ではないが低減することができる。
【０１４１】
　また、セル１用の下り信号が、ＰＤＣＣＨ用信号であり、セル２用の下り信号が、ＰＤ
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ＳＣＨ用信号である場合に、機能２を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信号
とセル２用の下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１４２】
　セル１用の下り信号が、ＰＨＩＣＨ用信号であり、セル２用の下り信号が、ＰＨＩＣＨ
用信号である場合に、機能３を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信号とセル
２用の下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１４３】
　また、セル１用の下り信号が、ＰＨＩＣＨ用信号であり、セル２用の下り信号が、ＰＤ
ＳＣＨ用信号である場合に、機能２を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下り信号
とセル２用の下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１４４】
　セル１用の下り信号が、ＰＤＳＣＨ用信号であり、セル２用の下り信号が、ＰＤＳＣＨ
用信号である場合に、機能４、５、６、７を「ＯＮ」とすることによって、セル１用の下
り信号とセル２用の下り信号との間の干渉を完全になくすことができる。
【０１４５】
　以上に述べた本実施形態の特徴は、以下のように表現されていてもよい。
【０１４６】
　本実施形態の第１の特徴は、シミュレータ装置２０であって、移動局ＵＥに対して、模
擬信号として、セル１（第１セル）用の下り信号を送信し、セル２（第２セル）用の下り
信号を送信するように構成されている下り信号出力部２２を具備し、下り信号出力部２２
は、セル１用の下り信号を送信する無線フレームの先頭位置とセル２用の下り信号を送信
する無線フレームの先頭位置とをずらすように構成されていることを要旨とする。
【０１４７】
　本実施形態の第２の特徴は、シミュレータ装置２０であって、移動局ＵＥに対して、模
擬信号として、ＰＤＣＣＨ用信号（下り制御信号）及びＰＤＳＣＨ用信号（下りデータ信
号）を含むセル１用の下り信号を送信し、ＰＤＣＣＨ用信号及びＰＤＳＣＨ用信号を含む
セル２用の下り信号を送信するように構成されている下り信号出力部２２を具備し、下り
信号出力部２２は、セル１用の下り信号を送信する第１無線フレーム内のサブフレームの
境界と、セル２用の下り信号を送信する第２無線フレーム内のサブフレームの境界とを揃
えるように構成されており、下り信号出力部２２は、第１無線フレーム内の各サブフレー
ムにおいてＰＤＣＣＨ用信号及びＰＤＳＣＨ用信号の送信に用いるＯＦＤＭシンボル数と
、第２無線フレーム内の各サブフレームにおいてＰＤＣＣＨ用信号及びＰＤＳＣＨ用信号
の送信に用いるＯＦＤＭシンボル数とを同一にするように構成されていることを要旨とす
る。
【０１４８】
　本実施形態の第３の特徴は、シミュレータ装置２０であって、セル１（第１セル）及び
セル２（第２セル）に対してＰＣＩ（物理セルＩＤ）を割り当てるように構成されている
ＰＣＩ割当部２５と、移動局ＵＥに対して、模擬信号として、セル１に付与されているＰ
ＣＩによって決定される第１周波数方向リソースでセル１用の下り信号を送信し、セル２
に付与されているＰＣＩによって決定される第２周波数方向リソースでセル２用の下り信
号を送信するように構成されている下り信号出力部２２とを具備し、ＰＣＩ割当部２５は
、第１周波数方向リソースと第２周波数方向リソースとが重複しないように、セル１及び
セル２に対してＰＣＩを割り当てるように構成されていることを要旨とする。
【０１４９】
　本実施形態の第４の特徴は、シミュレータ装置２０であって、セル１用の下り信号を送
信する第１リソースブロック（第１周波数方向リソース）及びセル２用の下り信号を送信
する第２リソースブロック（第２周波数方向リソース）を割り当てるように構成されてい
るリソース割当部２６と、移動局ＵＥに対して、模擬信号として、第１リソースブロック
でセル１用の下り信号を送信し、第２リソースブロックでセル２用の下り信号を送信する
ように構成されている下り信号出力部２２とを具備し、リソース割当部２６は、セル１用
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の下り信号及びセル２用の下り信号の送信に使用可能なリソースブロック（周波数方向リ
ソース）を周波数方向で複数のグループに分割し、分割された複数のグループの１つを第
１リソースブロック及び第２リソースブロックとして割り当てるように構成されており、
リソース割当部２６は、第１リソースブロックとして割り当てるグループと第２リソース
ブロックとして割り当てるグループとを異なるグループとするように構成されていること
を要旨とする。
【０１５０】
　本実施形態の第５の特徴は、シミュレータ装置２０であって、移動局ＵＥに対して、模
擬信号として、第１ＳＩウィンドウ（第１所定期間）内でセル１用のＳＩ（報知情報）又
は同期信号の少なくとも１つを送信し、第２ＳＩウィンドウ（第２所定期間）内でセル２
用のＳＩ又は同期信号の少なくとも１つを送信するように構成されている下り信号出力部
２２を具備し、下り信号出力部２２は、セル１用のＳＩ又は同期信号の少なくとも１つの
送信タイミングとセル２用のＳＩ又は同期信号の少なくとも１つの送信タイミングとを異
なるタイミングとするように構成されていることを要旨とする。
【０１５１】
　本実施形態の第６の特徴は、シミュレータ装置２０であって、移動局ＵＥに対して、模
擬信号として、第１ＳＩウィンドウ内でセル１用のＳＩを送信し、セル２用の下り信号を
送信するように構成されている下り信号出力部２２を具備し、下り信号出力部２２は、セ
ル１用のＳＩの送信タイミングでは、セル２用の下り信号を送信しないように構成されて
いることを要旨とする。
【０１５２】
　本実施形態の第７の特徴は、シミュレータ装置２０であって、移動局ＵＥに対して、模
擬信号として、ＰＤＳＣＨ（物理下りリンクデータチャネル）を介して特定セル用の下り
データ信号を送信するように構成されている下り信号出力部２２を具備し、下り信号出力
部２２は、送信すべき特定セル用の下りデータ信号が存在しない場合に、ＰＤＳＣＨ信号
の送信を停止するように構成されていることを要旨とする。
【０１５３】
　本実施形態の第８の特徴は、シミュレータ装置２０であって、セル１用の下りデータ信
号を送信する第１周波数方向リソース及び第２セル用の下りデータ信号を送信する第２周
波数方向リソースを割り当てるように構成されているリソース割当部２６と、移動局ＵＥ
に対して、模擬信号として、第１周波数方向リソースでセル１用の下りデータ信号を送信
し、第２周波数方向リソースでセル２用の下りデータ信号を送信するように構成されてい
る下り信号出力部２２とを具備し、リソース割当部２６は、セル１用の下り信号及びセル
２用の下り信号の送信に使用可能な周波数方向リソースのうち、中央の周波数方向リソー
スを中心とした所定数の周波数方向リソースを、第１周波数方向リソース及び第２周波数
方向リソースとして割り当てないように構成されていることを要旨とする。
【０１５４】
　本実施形態の第９の特徴は、シミュレート方法であって、移動局ＵＥに対して、模擬信
号として、セル１用の下り信号を送信し、セル２用の下り信号を送信する工程を有し、か
かる工程において、セル１用の下り信号を送信する無線フレームの先頭位置とセル２用の
下り信号を送信する無線フレームの先頭位置とをずらすことを要旨とする。
【０１５５】
　本実施形態の第１０の特徴は、シミュレート方法であって、移動局ＵＥに対して、模擬
信号として、ＰＤＣＣＨ用信号（下り制御信号）及びＰＤＳＣＨ用信号（下りデータ信号
）を含むセル１用の下り信号を送信し、ＰＤＣＣＨ用信号及びＰＤＳＣＨ用信号を含むセ
ル２用の下り信号を送信する工程を有し、かかる工程において、セル１用の下り信号を送
信する第１無線フレーム内のサブフレームの境界と、セル２用の下り信号を送信する第２
無線フレーム内のサブフレームの境界とを揃え、かかる工程において、第１無線フレーム
内の各サブフレームにおいてＰＤＣＣＨ用信号及びＰＤＳＣＨ用信号の送信に用いるＯＦ
ＤＭシンボル数と、第２無線フレーム内の各サブフレームにおいてＰＤＣＣＨ用信号及び
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ＰＤＳＣＨ用信号の送信に用いるＯＦＤＭシンボル数とを同一にすることを要旨とする。
【０１５６】
　本実施形態の第１１の特徴は、シミュレート方法であって、セル１及びセル２に対して
ＰＣＩを割り当てる工程Ａと、移動局ＵＥに対して、模擬信号として、セル１に付与され
ているＰＣＩによって決定される第１周波数方向リソースでセル１用の下り信号を送信し
、セル２に付与されているＰＣＩによって決定される第２周波数方向リソースでセル２用
の下り信号を送信する工程Ｂとを有し、工程Ａにおいて、第１周波数方向リソースと第２
周波数方向リソースとが重複しないように、セル１及びセル２に対してＰＣＩを割り当て
ることを要旨とする。
【０１５７】
　本実施形態の第１２の特徴は、シミュレート方法であって、セル１用の下り信号を送信
する第１リソースブロック（第１周波数方向リソース）及びセル２用の下り信号を送信す
る第２リソースブロック（第２周波数方向リソース）を割り当てる工程Ａと、移動局ＵＥ
に対して、模擬信号として、第１リソースブロックでセル１用の下り信号を送信し、第２
リソースブロックでセル２用の下り信号を送信する工程Ｂとを有し、工程Ａにおいて、セ
ル１用の下り信号及びセル２用の下り信号の送信に使用可能なリソースブロック（周波数
方向リソース）を周波数方向で複数のグループに分割し、分割された複数のグループの１
つを第１リソースブロック及び第２リソースブロックとして割り当て、工程Ａにおいて、
第１リソースブロックとして割り当てるグループと第２リソースブロックとして割り当て
るグループとを異なるグループとすることを要旨とする。
【０１５８】
　本実施形態の第１３の特徴は、シミュレート方法であって、移動局ＵＥに対して、模擬
信号として、第１ＳＩウィンドウ内でセル１用のＳＩ又は同期信号の少なくとも１つを送
信し、第２ＳＩウィンドウ内でセル２用のＳＩ報知情報又は同期信号の少なくとも１つを
送信する工程を有し、かかる工程において、セル１用のＳＩ又は同期信号の少なくとも１
つの送信タイミングとセル２用のＳＩ又は同期信号の少なくとも１つの送信タイミングと
を異なるタイミングとすることを要旨とする。
【０１５９】
　本実施形態の第１４の特徴は、シミュレート方法であって、移動局ＵＥに対して、模擬
信号として、第１ＳＩウィンドウ内でセル１用のＳＩを送信し、セル２用の下り信号を送
信する工程を有し、工程において、セル１用のＳＩの送信タイミングでは、セル２用の下
り信号を送信しないことを要旨とする。
【０１６０】
　本実施形態の第１５の特徴は、シミュレート方法であって、移動局ＵＥに対して、模擬
信号として、ＰＤＳＣＨ介して特定セル用の下りデータ信号を送信する工程を有し、かか
る工程において、送信すべき特定セル用の下りデータ信号が存在しない場合に、ＰＤＳＣ
Ｈを介した下り信号の送信を停止することを要旨とする。
【０１６１】
　本実施形態の第１６の特徴は、シミュレート方法であって、セル１用の下りデータ信号
を送信する第１周波数方向リソース及びセル２用の下りデータ信号を送信する第２周波数
方向リソースを割り当てる工程Ａと、移動局ＵＥに対して、模擬信号として、第１周波数
方向リソースでセル１用の下りデータ信号を送信し、第２周波数方向リソースでセル２用
の下りデータ信号を送信する工程Ｂとを有し、工程Ａにおいて、セル１用の下り信号及び
セル２用の下り信号の送信に使用可能な周波数方向リソースのうち、中央の周波数方向リ
ソースを中心とした所定数の周波数方向リソースを、第１周波数方向リソース及び第２周
波数方向リソースとして割り当てないことを要旨とする。
【０１６２】
　なお、上述の移動局ＵＥやシミュレータ装置２０の動作は、ハードウェアによって実施
されてもよいし、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールによって実施さ
れてもよいし、両者の組み合わせによって実施されてもよい。
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【０１６３】
　ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や
、フラッシュメモリや、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や、ＥＰＲＯＭ（
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）や、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
や、レジスタや、ハードディスクや、リムーバブルディスクや、ＣＤ-ＲＯＭといった任
意形式の記憶媒体内に設けられていてもよい。
【０１６４】
　かかる記憶媒体は、プロセッサが当該記憶媒体に情報を読み書きできるように、当該プ
ロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセッサに集積されていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ＡＳＩＣ内に設けられていてもよい。かか
るＡＳＩＣは、移動局ＵＥやシミュレータ装置２０内に設けられていてもよい。また、か
かる記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリートコンポーネントとして移動局ＵＥやシミ
ュレータ装置２０内に設けられていてもよい。
【０１６５】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【０１６６】
２０…シミュレータ装置２１…下り信号送信タイミング調整部２２…下り信号出力部２３
…タイミング調整部２４…ＯＦＤＭシンボル数指定部２５…ＰＣＩ割当部２６…リソース
割当部２７…ＳＩタイミング調整部２８…ＰＤＳＣＨタイミング調整部２９…判断部３０
…リソース制限部
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